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い，吸入酸素濃度抵減. PEEP中止が可龍となり，胸部 
X線所見における改善に一致して， R.I.，昨シャント率，
平均肺動新庄の著明な改善をした工併を示した。 
23.千葉大学病院医療デ一歩ベースの剥用

一特に詩機能データについてー

里村洋一 〈千大・医療情報部〉
播瓜一元，田沢節子(同・肺内〉
千葉大樹属病院の病歴デ}タベースシステムの概要を
紹分し，そのデータ検索手法の一部を解説した。その中
で，特に姉機能データの入力とその検索システムを詳述
し，データが血液ガス分析，一般肺気量検査，呼吸挺抗， 
DL切に及ぶ事， これらを病棟や外来におかれた端末機
?とよって，患者番号と検査日を指定するだけで鯖単にデ
ィスプレイできる事，また指定した項目のデータ経過表
を作成できることを示した。また血液ガス分析の結果に
より，コンピュータ内に作られた Sigoard-Andersonの
チャートによ!J.駿一塩基平衡の自動診新を行うシステ
ムを結介した。 
24.右横謂膜原発と思われる盟aIignant fibrous 
histiocytomaの 1部検例
藤田 明，今村正成，本村八重子
永瀬敏行，田辺邦彦 (船橋中央〉
野口武英，大久保春男(同・病理〉
痘伊tl59歳男性。主訴右季蹟部痛。 54年11月右胸膜炎の
疑いで当科入院。胸水細胞診 class3だったが，原発巣
不明の癌性胸膜炎と診新した。 55年 7月 1E死亡。部検
では右讃稿摸全体をしめる黄白色の固い腫濯が認めら
れ，組織学的には，紡錘形の線経f生腫蕩頼胞が striform 
patternを呈し， 所々巨結腹が認められた。右横蹄摸原
発の Malignant五broushistiocytomaと診断した。 
25.若年者と高齢者爵癌官接例の比較検討
和田源音J.半沢議
(県富浜松珪捷センタ}・ 2毎部外科〉
昭和51年 1月よヲ昭和56年12月迄，過去 6年間に於け
る当埴設の原発性肺癌侭は 307例であるが， 40議以下の
若年者競癌は18例 (5.9弘)， 70歳以上の高齢者は 135侭 
(44.0%)である。前者のうち 6例に切除を行ない，後者
は29例に切除を強行した。前者の非切挨例は全例 2年以
内に死亡。後者の非切除例の予後も極めて不長であっ
た。再者の進展増殖の程変辻症例数が違い断定できない
が，若年者の予後がやや不長であるように考えられた。 
26.気管支カルチノイドの細胞診と靖理組織犠
沢田勤畠，福間識吾，関保雄，田中文隆，
石田逸部，桑原竹一郎，丸山孝土
〈千葉県がんセンター)
気管支カルチノイドは定型的と非定型的により悪性度
に差異がみられ，細胞診上も鮪癌にみられない難点があ
る。最近の 4例について， 2例は気管支末梢例で，術中，
あるいは経皮的針穿剰で本撞蕩を疑いました。しかし， 
1例は曙疲，気管支擦退診共陰性で，街中綿胞診で Pン
パ球性彊蕩を考えた非定型例で、ロゼット形成のみられた
予後不良倒でした。抱の 11ftlは線癌とした  Oncocytic 
Carcinoidである。細胞形態と診断アプローチの研究が
望まれる。
〔特尉講演〕

騎癌の悪性度について

長田 浩〈中央鉄道・胸部外科)
われわれが 25年間に経験した235剖の臆癌症例につい
て，発見詰の腫蕩の発育状況の調査，および撞凄緯胞
の接DNA量の分析という手設によって，悪性震の検討
を試みた。前者は臨床的予後と相関することが認められ
たが，後者はさらに詳結記検討が必要と考えられた。肺
癌悪性度について，種々追求されているが，以上の 2点
を加えることによって，さらに実相に近付き，臨床に反
映せしめることを期待したい。
